






















































　短期大学保育学科 1 年生 63 名を対象とし、

















































































り立って終わる】から評価した。得点は「かなりできている」を 5 点、「大体できている」を 4 点、「も
う少しでできそう」を 3 点、「ほとんどできていない」を 2 点、「全くできていない」を 1 点とし、6 項




図 2 「なかよしパッチンぐるぐる」練習風景 




きていない」を 2 点、「全くできていない」を 1








た。尚、統計的解析には JavaScript - STAR2012
を用いた。
III.　結果および考察
１．基礎調査 ‐ 受講者の属性 ‐
１）利き手及び利き足
　側性係数（LQ）算出の結果、手は左利きが 4 名、
両利きが 0 名、右利きが 59 名であった。足は左








は 47 名であった。カイ二乗検定（直接確率計算 1






は 34 名、「どちらも同じくらい」は 3 名、実施後
では「左の方が得意」は 28 名、「右の方が得意」
　 左が得意 同じ 右が得意
主観 14 2 　47**
客観（実施前） 26 3 34
客観（実施後） 28 9 26
**p<0.01
は 26 名、「どちらも同じくらい」は 9 名であり、
やや変化が見られた。特に「両方とも同じくらい」

































































「一人練習」21.3 ± 5.7 であった。右方向では「な
かよしぶらぶら側転」23.1 ± 6.0、「なかよしパッ


















　  割合（図 4）
　左方向では増加 50％（34 名）、減少 16%（11 名）、
不変 26%（18 名）であった。右方向では増加










練習」18.8 ± 8.3 であった。右方向では「なかよ
しぶらぶら側転」18.8 ± 7.7、「なかよしパッチン
ぐるぐる」20.5 ± 7.2、「一人練習」19.7 ± 7.8 であっ
た。分散分析の結果、実施前に関しては両方向と
も 3 群間に有意差は認められなかったことから、







左方向では増加 50％（34 名）、減少 16%（11 名）、不変 26%（18 名）であった。右方向では増加 43％
（29 名）、減少 19%（13 名）、不変 31%（21 名）であったことから、効果があった者は半数程度であり、






る」20.5±7.2、「一人練習」19.7±7.8 であった。分散分析の結果、実施前に関しては両方向とも 3 群































図 3 実施後の平均点比較 
図 4 実施前後に得点が増加した者・ 
減少した者の割合 






左方向では増加 50％（34 名）、減少 16%（11 、不変 26%（18 名）であった。右方向では増加 43％
（29 名）、減少 19%（13 名）、不変 31%（21 名）であったことから、効果があった者は半数程度であり、






る」20.5±7.2、「一人練習」19.7±7.8 であった。分散分析の結果、実施前に関しては両方向とも 3 群































図 3 実施 較 











左方向では増加 50％（34 名）、減少 16%（11 名）、不変 26%（18 名）であった。右方向では増加 43％
（29 名）、減少 19%（13 名）、不変 31%（21 名）であったことから、効果があった者は半数程度であり、






る」20.5±7.2、「一人練習」19.7±7.8 であった。分散分析の結果、実施前に関しては両方向とも 3 群































図 3 実施後の平均点比較 



































































































ら側転」が 3.8 ± 0.8 で、「なかよしパッチンぐる
ぐる」3.4 ± 1.1 および「一人練習」3.2 ± 1.2 に比
べて有意に高く、反対方向では「一人練習」が 2.6
± 1.3 で、「なかよしぶらぶら側転」3.5 ± 1.1 お



















































































































































































































































































































































































A study on “Nakayoshi-Burabura-Sokuten （Cartwheel with keeping upper limbs 
down and their face-to-face with each other）” Ⅲ
-Compared to a case where individual practiced cartwheels-
Daisuke OGASAWARA
【abstract】
    To examine the effects of “Nakayoshi-Burabura-Sokuten” which is a cartwheel with keeping upper limbs 
down and their face-to-face with each other and “Nakayoshi-Pacchin-Guruguru” which is a simplified version 
of Nakayoshi-Burabura-Sokuten that can be expected to improve skill of cartwheel, it was compared that the 
effects by practicing cartwheel by oneself and by two actions written above. As a result, on the case of practice 
by themselves, some people improved skill of it, but the percentage was not high. Furthermore, some did not 
improve, and others reduced proficiency. Therefore, the effect of the two practice methods was proved.
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